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【FIM EWC 2022シーズン レーススケジュール】 
第1戦ル・マン24時間（フランス／ル・マン）／4月16〜17日
第2戦スパ・フランコルシャン24時間（ベルギー／スパ・フランコルシャン）／6月4〜5日
第3戦鈴鹿8耐（日本／鈴鹿サーキット）／8月7日
第4戦ボルドール24時間（フランス／ポール・リカール）／9月17〜18日

ランキング2位で3年振りの母国レース「鈴鹿8耐」に挑む！
2017/18シーズン以来のタイトル奪還を目指して着実に結果を残す
FIM EWC2022シーズンにレギュラー参戦中のF.C.C. TSR Honda France（運営：TSR/TECHNICAL SPORTS 
RACING　本社：三重県鈴鹿市）は、シリーズ第3戦“コカ・コーラ”鈴鹿8時間耐久ロードレース第43回大会（開催：
三重県・鈴鹿サーキット／8月7日（日）決勝レース　以下、鈴鹿8耐）に以下の体制で参戦する。
ライダーは従来通り、ジョシュ・フック、ジーノ・リア、マイク・ディ・メリオの3名。これまで開幕戦ル・マン、第2
戦スパと2つの24時間レースをいずれも3位表彰台という目標通りの結果を収め、世界ランキングも2位へ逆転・
浮上して母国レースに挑むことになった。
レギュラーチームとしての知見・経験・実績を元に、膝元の鈴鹿サーキットを舞台として思う存分レースをする
つもりだ。そして鈴鹿8耐で積み上げた結果を掲げ、シリーズ最終戦となるボルドール24時間で有終の美を飾り
たい。

引き続き、シーズン後半もF.C.C. TSR Honda Franceに注目していきたい。

《2022FIM世界耐久選手権（EWC）シリーズ・鈴鹿8時間耐久ロードレース参戦体制》
●チーム   F.C.C. TSR Honda France
●チーム総監督 藤井正和
●マシン・No. #5　Honda CBR1000RR-R FIREBLADE SP （TSR-EWC耐久仕様 2022モデル）
●ライダー  Josh Hook／Gino Rea／Mike Di Meglio

【藤井正和／F.C.C. TSR Honda France総監督のコメント】
『まさに、この数年間で鈴鹿8耐に対する取り組み方が劇的に変わりました。
我々にとって「8耐が全て！」

だったのが

年間シリーズの中の一戦であり、そして、もっとも短いレースとなりました。
今後元に戻る事は考えにくく、シリーズ最終戦として開催されることも無くなりましたね。

加えてカーボンニュートラル。
近いうちに大きな変革が訪れるでしょう。

しかし、これらを始めとする環境変化に対応しながら、今後も出来るだけ参戦していきたいと考えています』
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F.C.C. TSR Honda France 鈴鹿8耐参戦ライダーのコメント

【主な戦歴】
2021 FIM EWC ランキング5位
2021エストリル12時間（優勝）
2019/20 FIM EWC ランキング3位
2018&2020ル・マン24時間（優勝）
2018ボルドール２４時間（優勝）
2017/18 FIM EWC チャンピオン

1988年1月17日生　33才
フランス出身 171cm / 70kg

Mike Di Meglio
マイク・ディ・メリオ

【主な戦歴】
2021 FIM EWC ランキング5位
2021エストリル12時間（優勝）
2019/20 FIM EWC ランキング3位
2018&2020ル・マン24時間（優勝）
2018ボルドール２４時間（優勝）
2017/18 FIM EWC チャンピオン

1993年1月9日生　28才
オーストラリア出身 168cm／60kg

Josh Hook
ジョシュ・フック

【主な戦歴】
2021 EWCランキング11位 モスト 5位
 ブリティッシュ・スーパーバイク
選手権（BSB）ランキング11位（2勝）
2019/20 EWCランキング4位 ボルドー
ル 2位・エストリル12時間 3位
2018 - 2020ブリティッシュ・スーパー
バイク選手権（BSB）参戦
2016 スーパースポーツ世界選手権

（WSS）ランキング7位（表彰台3回）

1989年9月18日生　32才
イギリス出身 170cm / 63kg

Gino Rea
ジーノ・リア

http://www.tsrjp.com/ @FCCTSRHondaFrance

『今シーズンここまでは順調です。もっといい結果が出せた
かもしれませんが、それもレースです。現在総合2位で、目標
であるチャンピオンを十分に狙える位置にいます。シーズン
の中で一番好きな鈴鹿になかなか行けませんでしたが、
やっとHondaのホームレースで、日本のファンの前でレース
ができることに胸が躍ります。マシンと鈴鹿の相性は抜群で
すので、いい結果を期待しています。やっと日本に戻りレー
スができることが嬉しく、みんなに会うことを楽しみにして
います』

『ここまで2レースで表彰台2回、EWCで現在総合2位は悪
くありませんが、もっと上を狙いたいです。ルマンでもスパ
でも勝つチャンスはありました。あらゆる環境でいいペース
が出ていますし、ピットストップや修理でもクルーが非常に
いい仕事をしてくれているので、今の結果が出ています。自
分もチームもみんな、大好きな鈴鹿サーキットに戻って8耐
で戦えることに興奮しています。世界でも最高のイベントの
一つで、日本のチーム、そしてHondaブランドの代表として、
日本のファンの前で戦うことを心待ちにしています。日本に
戻り、F.C.C. TSR Honda Franceのマシンを大好きな鈴鹿
で乗ることにエキサイトしています』

『最初の2戦とも表彰台フィニッシュで、いいシーズンのス
タートが切れました。マシンはスピードもありますので、あと
は少し運が味方してくれたらと思います。とにかく、鈴鹿サー
キットに戻れて嬉しいです。鈴鹿のファンは熱心であり、また
サーキットもとても素晴らしいです。長い期間TSR Honda
のホームコースに戻れなかったので、モチベーションMAX
です！チーム一丸となってチャンピオン獲得を目指します。皆
さんの応援を期待しています』


